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能評価 —
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我々は次世代X線天文衛星搭載を目指し、TES (Transition Edge Sensor)を用いたマイクロカロリメータの開
発を行っている (竹井他、本年会)。X線マイクロカロリメータは、X線光子一つ一つのエネルギーを温度上昇と
して検出する、高い検出効率と優れたエネルギー分解能を併せ持つ検出器である。そのエネルギー分解能∆Eは
入射エネルギーによらずフォノン数のゆらぎで制限され、∆E ∝

√

kBT 2C/α の式で表される (kB: ボルツマン定
数、C: 検出器の熱容量、α: 温度計の感度)。従って、動作温度 T を極低温 (∼ 0.1 K)にとること、感度 αを大
きくすること、が優れた分光性能を発揮するために本質的である。
TESとは金属薄膜の超伝導-常伝導遷移時の急激な抵抗Rの変化を利用した高感度の温度計であり、温度計の
感度は α ≡ d logR/d log T と定義される。前回 (2001年春)の学会において、我々は T ∼ 0.18 K、α ∼ 8 のチタ
ン-金の 2層薄膜を利用した TESを用いて、5.9 keV の X線に対してエネルギー分解能 99 eV (FWHM) を実現
したことを報告した。今回、我々は成膜環境を改善することにより、T ∼ 0.25 K、α ∼ 250 とTESの感度を大き
く改善した素子を製作し、その性能の評価を行なった。信号検出においては、高周波特性に優れ、ノイズレベル
の低い Two-Stage SQUID amp を導入した。しかし、エネルギー分解能は 117 eV という結果となり、分光性能
の向上はかなわなかった。これは、遷移端においてベースラインに原因不明の超過ノイズが発生するためである。
また、将来のマルチピクセル化をにらんで、これまで手作業で接着していたX線吸収体を、スズめっきで成形
したカロリメータ素子の試作を行なった。この素子を使用してのX線検出にも成功したので、合わせて報告を行
なう。


